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 第１９期  第４回 八尾市図書館協議会会議録   

                      

                      

日 時 平成２７年７月２３日（木） 

                         １４時０１分～１５時３５分 

                   場 所 八尾市立青少年センター 集会室 

 

 

  出席者（敬称略） 

松井 純子    （大阪芸術大学） 

村瀬 憲夫    （元近畿大学中央図書館長） 

井上 眞澄    （元京都橘大学文学部教授） 

吉川 逸子    （大阪府立中央図書館司書部長） 

松下 玲子    （大阪市立中央図書館利用サービス担当課長） 

新居 佐登子   （八尾市社会教育委員） 

北田 信吉    （八尾市青少年育成連絡協議会） 

岡本 彩希    （八尾市ＰＴＡ協議会） 

松井 祥一    （八尾市校長会：八尾小学校長） 

池田 多瑛    （公募市民委員） 

田中 典子    （公募市民委員） 

 

  職 員 

伊藤 均     （教育次長） 

松岡 浩之    （生涯学習部長） 

南 昌則     （八尾図書館長） 

永田 敏憲    （山本図書館長） 

柿本 和彦    （志紀図書館長） 

西村 隆男    （八尾図書館館長補佐） 

筒 暁子     （八尾図書館利用サービス係長） 

佐古田 明奈   （八尾図書館資料係長） 

丸谷 奈緒美   （八尾図書館資料係副主査） 

小畑 由季    （八尾図書館司書） 

岡田 真理    （志紀図書館司書） 

 

 

１ 議題 

（１） 図書館の事業報告について 

① 平成２７年度八尾市立図書館事業報告等 

② 数字で見る八尾市の図書館 
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２ 報告 

（１） 龍華図書館の管理運営 

（２） 移動図書館運行ルートの見直し 

（３） 八尾市図書館資料充実基金の制定 
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○佐古田係長（司会）  それでは定刻となりましたので、ただいまから第１９期第４回

八尾市図書館協議会を開催させていただきます。 

 本日は、公私御多忙のところ、またお足元のお悪い中、当協議会に御出席を賜りまして、

まことにありがとうございます。 

 まず、本日の開会に当たりまして、新たに今回から大久保委員から松下委員に、水谷委

員から松井委員に、任期中ではございますが変更がございました。なお、松下委員、松井

委員のお手元に委嘱状を御用意させていただいております。まことに恐縮ですが、略式に

て御用意させていただいておりますので、後ほど御確認をお願いいたします。 

 それでは、お手元に御配付させていただいております第１９期八尾市図書館協議会委員

の皆様を、御紹介させていただきます。 

 大阪芸術大学の松井純子会長です。 

○松井会長  大阪芸大の松井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  元近畿大学中央図書館の村瀬憲夫副会長です。 

○村瀬副会長  どうぞ、よろしくお願いします。 

○佐古田係長（司会）  元京都橘大学の井上眞澄委員です。 

○井上委員  井上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  大阪府立中央図書館の吉川逸子委員です。 

○吉川委員  吉川でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  大阪市立中央図書館の松下玲子委員です。 

○松下委員  松下です。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  八尾市社会教育委員の新居佐登子委員です。 

○新居委員  新居です。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  八尾市青少年育成連絡協議会の北田信吉委員です。 

○北田委員  北田です。よろしくお願いします。 

○佐古田係長（司会）  八尾市ＰＴＡ協議会の岡本彩希委員です。 

○岡本委員  岡本と申します。どうぞよろしくお願いします。 

○佐古田係長（司会）  八尾市校長会の松井祥一委員です。 

○松井委員  松井です。どうぞよろしくお願いします。 

○佐古田係長（司会）  公募市民委員の池田多瑛委員です。 

○池田委員  池田と申します。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  公募市民委員の田中典子委員です。 

○田中委員  田中です。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  なお、今期１９期の任期につきましては、平成２８年５月３１

日までとなっております。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、事務局の紹介をいたしますが、浦上教育長は別の公務のため本日は欠席さ

せていただいております。よろしくお願いいたします。 

 教育次長の伊藤でございます。 

○伊藤教育次長  伊藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  生涯学習部長の松岡でございます。 

○松岡部長  松岡でございます。よろしくお願いいたします。 
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○佐古田係長（司会）  八尾図書館長の南でございます。 

○南館長  南です。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  八尾図書館館長補佐の西村でございます。 

○西村館長補佐  西村でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  志紀図書館長の柿本でございます。 

○柿本館長  柿本でございます。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  山本図書館長の永田でございます。 

○永田館長  永田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  八尾図書館利用サービス係長の筒でございます。 

○筒係長  筒です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  八尾図書館資料係の丸谷でございます。 

○丸谷係  丸谷です。よろしくお願いします。 

○佐古田係長（司会）  八尾図書館の司書、小畑でございます。 

○小畑司書  小畑です。よろしくお願いします。 

○佐古田係長（司会）  志紀図書館の司書、岡田でございます。 

○岡田司書  岡田です。よろしくお願いいたします。 

○佐古田係長（司会）  私は、八尾図書館資料係長の佐古田でございます。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、開会に当たりまして、伊藤教育次長から御挨拶申し上げます。 

○伊藤教育次長  改めまして、こんにちは。 

 協議会の冒頭、司会のほうから話がございましたように、浦上教育長、本日公務出張で

もって不在でございます。皆様方にはよろしくということでございます。大変申し訳ござ

いません。 

 本日は公私とも何かとお忙しいところ、本協議会に御出席賜りまして、誠にありがとう

ございます。平素は、教育行政、本市の図書館行政に何かと御協力賜りまして、厚く御礼

申し上げます。図書館協議会でございますけれども、本日の協議会につきましては、本年

度最初の協議会でございます。４月の人事異動等々もございまして、大阪市の中央図書館

から松下委員さん、そして校長会から松井委員さん、今回から御参画いただいておるとこ

ろでございます。引き続き委員の皆様方から図書館運営にかかわりまして多様な御意見を

頂戴いたしまして、図書館運営をより良いものにしてまいりたいというように考えている

ところでございます。よろしくお願いしたいと思っております。 

 さて、この八尾図書館でございますけれども、昨年４月３０日に開館いたしまして、多

くの市民さん、あるいは子どもたちに御利用いただいておるところでございます。そして、

この８月、来月８月の２日でございますけれども、龍華図書館が新しく４館目として開館

いたすところでございます。この龍華図書館の建設に当たりましては、本協議会からいろ

いろ御意見を頂戴したところでございます。特に先ほど紹介がございましたように、龍華

図書館、八尾市の図書館で初めて指定管理を導入する、その指定管理の導入に当たりまし

て、本協議会のほうからもいろんな議論を頂戴したところでございます。また、指定管理

者が決まってからも、その指定管理者の業務のチェック、あるいはサービスの評価につい

てどのようにしたらいいのかにつきましても、いろいろ御議論をいただいておるところで
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ございます。その龍華図書館、この８月２日にオープンということになったところでござ

います。本日、本協議会終了後、御視察をいただく予定としておりますけれども、これか

らも多様な御意見を頂戴したいかと思っておるところでございます。本日、これからいろ

んな形で八尾市の図書館の事業報告等々させていただくところでございます。いろんな形

で御指摘もあろうかと思いますけれども、本日の協議会、よろしく運営のほう、お願いし

たいかと思います。 

 非常に簡単でございますけれども、私からのご挨拶とさせていただきます。ありがとう

ございます。 

○佐古田係長（司会）  ありがとうございました。 

 協議案件に入ります前に、事務局から委員の皆様へ確認とお願いをさせていただきます。

まず、資料の確認をお願いいたします。資料１「平成２６年度事業実施報告」、資料２「数

字で見る八尾市の図書館」、資料４「移動図書館運行ルート見直し」、資料５「八尾市図

書館資料充実基金の制定」を送付させていただいております。また、本日資料３としまし

て、「龍華図書館平成２７年度事業計画書」と資料２の１ページ目の差しかえ分の用紙を

机上に配付しております。 

 また、前回委員の皆様には、第３回の会議録の校正をお願いいたしたく、あわせて配付

させていただいております。御多忙中のところ恐縮ですが、御確認の上、修正加筆等ござ

いましたら、８月１４日までに事務局まで御連絡を願います。 

 本日は、協議会終了後に龍華図書館の見学を予定いたしております。よろしくお願いい

たします。以上についてお手元にございますでしょうか。 

 それでは、協議進行を松井会長よろしくお願いいたします。 

○松井会長  それでは、ただいまより私のほうから司会進行をさせていただきたいと思

います。 

 皆様、本日はお足元が悪い中お集まりいただきまして、ありがとうございます。きょう

は龍華図書館の見学を控えているということでございますので、少し時間のほうをできる

だけ効率よく進めていきたいというふうに思っております。龍華図書館については、昨年

とかあるいは一昨年とか、こちらの協議会で非常にいろいろな議論をさせていただいたん

ですけれども、それが早くもオープンを間近に控えているということで、本当に早いもの

だなというふうに思っております。後ほど龍華図書館で館長さんにも何か質問等ございま

したら忌憚のない御質問、御意見を頂戴できればというふうに思います。どうぞよろしく

お願いいたします。それでは、座らせていただきます。 

 では、お手元の協議次第に従いまして、進行させていただきますが、まずは議題の１番

目、「図書館事業の報告について」ということで、こちらをまずは事務局から御説明をお

願いしたいと思います。質問等がありましたら、また説明の後にお受けしたいと思います。

○佐古田係長  事務局から、お手元の資料１に沿って、平成２６年度事業報告をさせて

いただきます。 

 資料１、平成２６年度図書館事業の報告について、１ページをご覧ください。図書館サ

ービスの状況につきまして、５カ年の推移を一覧表にしております。３、開館日数が増え

ておりますのは、平成２６年４月３０日の八尾図書館移転開館に合わせまして、全図書館

で夜間開館と祝日開館を拡大したためです。４、登録者数、５、年度内実利用者数、８、



－6－ 

個人貸出点数などの増加に伴い、９、市民１人当たりの貸出点数すなわち貸出密度や、１

０、実利用者１人当たりの貸出点数すなわち実質貸出密度の数値も増加しております。 

 ２ページをお開きください。２ページには図書の資料状況をお示しさせていただいてお

ります。合計欄下の括弧書きの数値は、前年度の数値を示しております。 

 続きまして３ページには、雑誌・新聞・視聴覚資料などを含めた図書館の全蔵書点数と、

ページの下部に年度内の資料受入及び廃棄点数を示しております。雑誌につきましては、

平成２６年度中に八尾図書館で雑誌のスポンサー制度を開始しておりまして、現在のとこ

ろ、４者から８誌の提供を受けております。 

 続いて、４ページをお開きください。館ごとの新規登録者数及び実利用者数を、地区別

にお示ししております。新規登録者数は、やはり八尾図書館の数値が大きく伸びており、

全体の数で見ますと、対前年比で１．８倍を超える伸び率となっております。イ、実利用

者数の内訳では、八尾地区２２．４％、山本地区２１．９％、志紀地区８．５％となって

おり、図書館が所在する３地区で５２．８％の過半を占めております。 

 ５ページでは、新規登録者数と実利用者数について、利用者の年齢別・館別にお示しし

た表と、実利用者数を年齢別・住所地別の内訳でお示しした表を掲載しております。 

 続いて、６ページ以降で貸出の状況をお示しさせていただいております。平成２６年度

の延べ個人貸出人数は６１万６，５６３人となっており、前年より約１２万６，０００人

増加しています。イ、館別・地区別の内訳と、ウ、市内居住者の年齢別内訳を併せてお示

ししております。 

 ７ページには、館ごとの個人貸出点数を資料種別と地区別でそれぞれお示ししています。

八尾図書館でも新たにＡＶ資料の貸出を開始したため、ア、種類別貸出点数のビデオ・Ｄ

ＶＤ・ＣＤのＡＶ資料の貸出件数の合計が前年より全体で４万２，３３６件増加して、１

７万３１７件となっております。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。８ページでは、移動図書館のステーション

ごとの利用状況を、巡回数・貸出人数・資料別の貸出点数としてお示ししています。 

 ９ページに、個人以外への貸出として、ア、家庭地域文庫、イ、各種団体、ウ、学校園、

エ、他の図書館等との相互貸出の状況と、下のほうに（６）として平成２６年度の全貸出

点数をお示ししております。個人貸出と各種団体への貸出を合わせた全貸出点数は、２０

３万６，１４９件でございました。 

 １０ページをお開きください。（７）夜間開館の利用状況をお示ししています。平成２

６年４月３０日からの開館日時拡大に伴い、夜間開館の実施日の割合は全館で６割を超え

ました。夜間の貸出人数と貸出点数も全館で増加しております。 

 続いて（８）予約状況でございますが、ＷＥＢとモバイルを合わせたインターネット予

約件数は、全体の５５．６％と過半数を占めております。館内ＯＰＡＣからの予約は４，

１８５件の利用がございました。 

 次に、１１ページをご覧ください。障がいをお持ちの利用者へのサービスと資料複写サ

ービスの実施状況、及び職業体験・施設見学や図書館司書実習生の受け入れ状況でござい

ます。 

 続いて１２ページから１３ページには、平成２６年度中に図書館で実施されました行事

等を掲載しております。ア、講座・講演会、イ、子ども行事やボランティア主催の行事等
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の実施状況と、また、おはなし会実施や講座講師としての館外への司書派遣の状況をお示

しさせていただいております。各種の行事には、全部で６，５００人を超す参加者がござ

いました。 

 １４ページをお開きください。１４ページでは、八尾図書館３階にオープンしました今

東光資料館の企画展示や講座・行事等の実施状況など、初年度の歩みをお示しさせていた

だきました。約半年ごとの企画展示と並行して特別展示を実施し、行事には200人を超す参

加者がございました。 

 次ページに、平成２６年決算見込額及び平成２７年予算額につきまして、図書館費の主

な費目に分類し、お示しさせていただいております。 

 １６ページでは、資料費の平成２６年決算見込額を、購入点数とともにお示ししており

ます。 

 １７ページで、資料費について３館及び移動図書館と、龍華図書館とに分けてそれぞれ

お示しをいたしておりまして、当初予算ベースではありますが、平成２７年度の資料費は

全体で８，１８０万７，０００円でございます。 

また、最後に平成２７年４月１日現在の八尾図書館の機構図を掲載いたしておりますの

で、ご参考までにご覧いただきますようお願いいたします。なお、７月１３日付の人事異

動におきまして、八尾図書館今東光資料係担当の資料係主査が資料係長となり、山本図書

館に係長が新たに配属されましたことを申し添えます。 

 以上、誠に簡単ではございますが、平成２６年度事業報告とさせていただきます。 

○松井会長  じゃあ、引き続きこちらをお願いします。 

○西村館長補佐  続きまして、数字で見る八尾市の図書館につきまして、御説明をさせ

ていただきます。 

 まず、お手元のほうに、申し訳ございませんけれど、第１ページ目の部分なんですけれ

ども、誤植等がございましたので、差しかえをよろしくお願いいたします。 

 それでは、御説明をさせていただきます。この資料は、公立図書館を保有する大阪府内

各市町村、また八尾市と人口規模が類似しております人口２０万から３０万都市と比較し、

八尾市の図書館がどのような位置にあるのかについて、お示ししたものでございます。目

次の下に、取り扱いデータ等の注記を記載しておりますとおり、資料のデータは日本図書

館協会が実施した調査結果から抽出して作成しておりまして、基本的に平成２５年度のデ

ータになっております。また、同調査の集計方法等の関係から、数値が前年度の事業報告

の資料とは異なる部分がございますことを予めお断り申し上げますとともに、今回調査に

よる誤りもしくは入力上の誤りかと思われますが、八尾市の項目におきまして数値の誤り

が確認できましたので、正しい数値に修正し、今回資料をつくらせていただいております。 

 なお、他市の部分につきましては、公表のとおり掲載させていただいております。あら

かじめ御了承のほう、よろしくお願いいたします。 

 それでは、基本項目につきまして、１ページ、２ページを開いていただきまして１ペー

ジのほうをお願いいたします。 

 図書館サービスを展開していく上で、図書館の規模、面積は重要な要素でございます。

八尾市は３館合わせての専有延床面積が６，５７５平方メートルとなっておりまして、市

民１人当たりにいたしますと２．４平方メートルで、府内２５位、人口２０万から３０万
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の類似都市の中でも２２位となっております。実態といたしましては、新八尾図書館の面

積が約２，４１５平米広くなったことによりまして、１人当たりの占有面積も１．６平米

から２．４平米に拡大したところであります。順位も府下で３１から２５、類似都市でも

３１から２２と上がったところであります。 

 また、貸出数は府内９位、類似都市との比較で８位と上位を占めております。蔵書数は、

類似都市との比較で４３市中２５位となっており、府内では１０位でございまして、図書

館に対する需要の多さ、市民要求に応じた蔵書の充実に努めている状況を御理解いただけ

ればと思います。 

 次に、３ページのほうをご覧いただきたいと思います。貸出数を人口で割った貸出密度

は府内１９位、類似都市間で９位と比較的上位に位置しております。市民の図書館利用の

高さを示しております。 

 次に、４ページをご覧ください。市民１人当たりの資料費につきましては府下、類似都

市ともに１位となっております。これは、新八尾図書館オープンに際しまして、資料充実

のために購入を進めたことによるものと考えられます。 

 続きまして、５ページをご覧ください。人口に対する蔵書数は、昨年度と比べますと２．

０から２．１へと、微増でありますが若干ふえ、順位も上昇しているものの、依然として

下位に位置しております。 

 以下、６ページ以降ですね、職員１人当たりの貸出冊数、正規職員の割合、実質の貸出

密度、登録率、予約件数等々につきまして比較をいたしておりますが、先ほど申し上げま

した八尾市の数値に間違いがあった部分なんですけれども、８ページ及び９ページの実登

録者数が八尾市の数値、ここの部分ですね、余りにも少ない数字だったのでちょっと確認

しますと、１館分しか入力されてないような形になっておりましたので、正しい数値に置

きかえて順位づけをもう一度改めてさせていただいております。 

 最後に１１ページでございます。新規の受け入れ図書が開架に占める割合は非常に高い

推移をしておりますが、このことは図書の貸出冊数が多いことのあらわれであると考えら

れます。 

 以上、甚だ簡単、雑駁な説明ではございますけれども、概要の説明とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明に対して皆様から御質問、御意見等お受けしたいと思います。

どなたか、どなたでも結構ですので、どうぞ挙手願いまして御発言お願いしたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

 はい、どうぞ、お願いいたします。 

○池田委員  済みません、数字で見る八尾市の図書館の資料から、４ページの市民１人

当たりの資料費なんですけれども、１人当たり４１４円、４．６円っていうのは、一番新

しいっていうことで、これは平成２６年度のものなんでしょうか。 

○西村館長補佐  データ自体は２５年度です、これは。図書館協会からいただいた資料、

いただく資料になるのをまとめたものでございますので、２５年度の部分になります。 

○池田委員  こちらのこの図書館事業の報告についての資料１のものですね、この平成

２５年度のほうの市民、１３番目、１ページの１３番目の、市民１人当たりの資料購入費
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と書いて２７１．３９円となってますけども。 

○南館長  済みません、ちょっと補足です。訂正ですけど、今、西村は２５年度ってい

うことで説明した、渡した資料の表紙の裏側の下の注釈の項目で、資料費については２４

年度の決算額ということで書かせてもらっておるかなと思います。 

○佐古田係長  事業報告との数値の違いについて、お答えいたします。平成２４年度の

決算額であったとしても、「数字で見る八尾市の図書館」の日本図書館協会への提出して

いる数値と、事業報告のほうに掲載しております数値は、一致はしません。こちらの事業

報告については、１ページの下の、「※３、年度内に利用に供さない資料などを除く」と

ありますとおり、２６年度に関しては今年開館する龍華図書館のために購入しておいた資

料などの費用を、実態に即した数字にするということで省いておりますけれども、日本図

書館協会のほうには、向こうの凡例として、そういった新館のために購入する費用の予算

も、計上した形で提出することになっておりますので、報告しております数値のほうが、

特に平成２４、２５年度に関しては大きくなっております。 

○松井会長  他の方、いかがでしょうか。 

○井上委員  図書館事業の報告について、５ページですが、簡単なことなんですが、館

別新規登録者数の分け方なんですけどね、普通は一般、乳幼児、児童生徒とか、そういう

ふうな分け方をされると思うんですけれども、ここ一般、この辺は年齢的に具体的に、こ

れはどういう分け方になっておりますのでしょうか。 

○佐古田係長  年齢別の分け方につきましては、幼児・児童が小学生以下、生徒が中学

生、それ以外の年齢層が一般という分け方でお示しさせていただいております。 

○井上委員  そうすると、高校生は一般の中に入ってるということですか。 

○佐古田係長 はい。 

○井上委員  普通、サービスのときにヤングアダルトサービスなんかは中高生を対象に

するということになりますので、本来は一度中高生、ヤングアダルト、中高生を一つのグ

ループにするというのと、それから赤ちゃん、ゼロ歳からというのは当然乳児も含むとい

うことになるから、乳幼児・児童とかそういうふうな通常分け方をされてるんではないで

しょうか。 

○佐古田係長  申し訳ございません。こちらが昨年度もちょっと同じお答えで答弁させ

ていただいたかと思うんですけれども、以前に使っておりましたシステムの統計の抽出方

法と、現在使っておりますシステムの抽出方法が異なっておりまして、現在のシステムで

は実利用者数であるとか、新規登録者数であるとか、利用者単位でそういった細かい年齢

別の集計を出すというのが非常に困難になっております。お出しできる部分で言いますと、

例えば次の６ページ、貸出人数の年齢別の内訳ですと、これも市内の居住者の分でしかち

ょっと年齢別の内訳を出すことができませんで、貸出を行った延べの貸出人数であれば、

そういった複数の検索抽出をすることができるんですけれども、新規登録者数と実利用者

数に関しては、ちょっとそういった細かい抽出ができない状況になっておりまして、ここ

にお見せすることができませんでした。 

○井上委員  そうですか、済みません。コンピューターシステムですけども、以前はリ

ーブルやったんですね、ＮＥＣの。そのときには細かく分けておられたと思うんですけど、

それからいつどういうシステムに変わられたんですか。 
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○佐古田係長  ２６年の２月に今のシステムに変更になりまして、富士通のアイリスフ

ィエラというシステムに変更になりました。昨年度もちょっと年度の途中で統計の抽出が

途切れるような形になって、皆様にお示しすることができなかった数字があった部分なん

ですけれども、２６年度に関しては、４月から３月までずっとこのシステムの部分になっ

ておりますが、それでも抽出することができない部分が以前と比べて、これも出ない、こ

れも出ないというのが出てきております。 

○井上委員  わかりました。了解しました。 

○松井会長  他の方、いかがでしょうか。他に何かございませんでしょうか。 では、

池田委員、どうぞ。 

○池田委員  数字で見る八尾市の図書館、毎年度いただくんですけれども、本当に資料

を見て難しいなと思うんですけど、職員の方っていうのはこの数字とかを見て、次の八尾

図書館、八尾市内の図書館の運営に関してこういった改善点をこの数字から見ておられる

とか、改善する上でこういった資料を参考にされたりするかと思うんですけども、どうい

うことが見えてくるかちょっと御説明いただけたらと思うんですけども。 

○南館長  何が見えてくるかっていうのは、どういう着眼点でこのデータを見るかによ

って導き出されるものが異なってくるのかなと思ってます。こういった数字の比較ってい

うのは、果たしてベンチマークということで優秀な自治体と自分のところの比較を見ると。

そこから優秀な自治体がどういうことをやっておって、自分のところと違いがあるのかっ

ていうところをつぶさに検証しながら業務改善というつなぎになってくるかと思っていま

す。なので、この数字を見て何が問題で何が課題である、今後どうしていくかということ

については、さまざまな答えも出てくると思うんですけども、またこういう話をし出すと、

やっぱりいろんな資料、その指標によって方向性も出てくる、異なってくるので、一概に

は言いにくいですけども、我々としては自分のところの自治体の状況を見ながら、他市の

すぐれているところも参考にしながら、自分のところの業務改善へつなげていけたらなと

いうふうに思っております。 

○池田委員  この資料の９ページの泉大津市のこの実質登録率、これはどういうことな

んだろうと思ったんですね。他の市方が泉大津市以外にから借りにこられててこういう数

字が出てるとしたら、どういうサービスをされてるんだろう、すごく気になったんです。

そういったこととかっていうのをこういった数字から見て、そういった例えば泉大津だっ

たら泉大津のほうのされてるのを参考にされたりっていうことは、以前からそういったこ

とはされてるんでしょうか。 

○南館長  このデータを、これだけじゃないですけども、他市の動向であったりとか、

逆にうちがこういう、あることをするときに、他市ではどういった仕組みをやってるのか

とかいったところについては、確認しながら参考としながら取り組んでるというところで

す。 

○松井会長  他はいかがでしょうか。 

 ただいまの池田委員の質問に関してなんですけれども、確かに八尾の図書館、こちらの

数字で見る八尾市の図書館を拝見しますと、同じ府内での比較というよりは、同規模の類

似都市での数字の比較のところで少し八尾がどうなのかなというところが確かに必要と思

います。同じ府内の自治体ではあるんですけれども、例えば大阪府の茨木市なんかは非常
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にサービスレベルが高くて、でも人口の数としては八尾とは余り変わらない人口であると。

数字で見る八尾市の図書館の３ページ、そこの貸出密度のところで、茨木市は大阪府内で

トップ、１３．７、つまり人口一人一人が年間に１３．７冊貸出を行っているという、そ

ういう意味の数字ですが、八尾の場合はそれが人口１人当たりに直すと６．２ということ

で、約半分ぐらいということですね。同じぐらいの人口でありながら、この差は一体何か

というふうなことなどを考えていかれますと、これからどういうふうにサービスを改善す

べきかというところの少しヒントになって出てくるんじゃないかなというふうに思ったり

しています。もちろん、単純な比較ではできませんので、具体的にはそれぞれの図書館で

どういうふうな形でサービスされているかというところを細かく検証しないと、なかなか

こんな茨木のように数字が出てこないとは思いますが、今現在八尾の職員の方々、非常に

サービスの改善や向上に取り組んでいただいてる最中だと思いますので、今後に期待した

いというふうに思っております。 

○南館長  済みません、ちょっと今松井会長の発言、茨木市の事例が出たんですが、こ

れは茨木市の場合は過去十数年ぐらい前に、とにかく市長が非常に図書館の費用について

は手厚くするという一つの考え方を持っておられたので、早い段階から毎年の図書費の資

料費が１億円以上あったというふうに伺っております。なので、図書は新刊とにかくたく

さん買って、図書館についても地域館を結構出してきたかという意見を聞いておりますの

で、このあたりで、数年前ですけども、茨木市のほうも実際に行かせていただいて、当時

の担当部長からこの図書費、貸出点数の多い件についても伺ってきたというところがござ

いますので、そういったところも一つ、要因があるのかなというふうに思ってます。 

○松井会長  補足ありがとうございました。 

 そしたら、済みません、私のほうでもちょっと気になるところをお伺いしたいと思うん

ですが、平成２６年度の図書館事業報告のところの、例えば６ページですか、６ページの

ところで、個人貸出人数、館別の貸出人数が出ておりまして、八尾と移動図書館と山本、

志紀というふうに並んでます。八尾と山本はそれなりの貸出人数になってると思うんです

が、少し志紀のほうが落ち込んでいるかなという感じがいたします。地区別貸出人数を見

ても、志紀図書館の数がやっぱり八尾や山本と比べると少し落ち込んでいる。規模的には、

山本も志紀もそんなに大した差ではないかなと思うんですが、貸出というアウトプットの

部分で非常に差が出てきているというふうに感じます。このことについて、何か原因がど

うであるとか、あるいは今後どういうふうに対応していきたいとかっていうふうなことが

もしありましたらお願いしたいと思いますが。よろしいですか。 

○柿本館長  済みません、４月から志紀でお世話になっております柿本でございます。 

 今おっしゃっていただきました数字なんですけれども、僕もこちらに来て、絶えず一番

少ないので何でなのかなというふうに見てたんですが、後背人数と申しますか、実際に図

書館の周りの人数っていうのが、本庁管内が５万９，０００人、山本管内で５万６，００

０人、志紀管内で２万人なんですね。学校にしましても、志紀中学校が目の前にあります

けれども、あと志紀小学校。永畑小学校が若干使ってくれてるかなという気がしますけれ

ども、他の館につきましてやっぱり学校、八尾であれば八尾小学校、安中小学校、成法中

学校、八尾高校、そういうバックグラウンドもございまして、そんな中でも４月からはい

ろんな模様変えをしながら、できるだけ貸出点数が増える、もしくは来ていただいた方に、
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あ、変わったなと、また来てみようかなというような、そういう気持ちを持っていただけ

るような館になれるよう現在努力中でございます。よろしくお願いいたします。 

○松井会長  ありがとうございました。まだまだこれから志紀のほうも利用が伸びてい

くと思いますので、期待しております。 

 済みません、それともう一つだけお伺いしてよろしいでしょうか。児童サービスのとこ

ろのおはなし会だったと思うんですけれども、資料の１３ページですね、１３ページ、ち

ょうど真ん中ぐらいにオのおはなし会っていうのがあって、ここで図書館職員さんが担当

しておはなし会を実施しているという、そういうデータがあります。それの参加人数のと

ころなんですが、非常に多くの子供たちが集まってくれて、おはなし会が行われていると

いうふうに思います。水曜日、山本のほうの参加者、水曜日の参加者が１，１１２人、志

紀が７９３人、少し差はあるんですけれども、むしろお聞きしたいのは、山本がなぜこん

なに人数たくさん集めておられるのか、そちらのほうをちょっとお伺いしたいなと思った

んですが。 

○永田館長  山本図書館でのおはなし会でありますけれども、まず小さいお子さんたち

のお母さん方がいろいろ情報提供を率先してやっている傾向もございまして、そういった

方たちが友人を連れておはなし会に参画してるということがまず一つの大きな要素かなと

いうふうに考えております。 

 あと、そういったおはなし会を開催いたしますごとに、おはなし会を担当する司書のほ

うから積極的にこういったおはなし会に参画していただけるようなＰＲも行っておりまし

て、あとそれ以外には、おはなし会の後に手づくり遊び等も最近セットでやってる傾向が

ございまして、そういったことからおはなし会の参加人数が拡大してきてるんかなという

ふうに分析しております。 

○松井会長  ありがとうございました。なかなか楽しそうですね、手づくり遊びという

のがなかなかいいですね。ぜひ、もし他の図書館でも行っていないのであれば、ぜひ他の

館でもやっていただきたいと思います。 

 他の方はいかがでしょうか。 

○池田委員 済みません、先ほど志紀図書館の館長さんがいろいろ配置を変えられてると

いうことをおっしゃってたんですけども、私はボランティアでおはなし会で使わせていた

だくんですが、例えば児童書コーナーのところに、大畑山のアクトランドっていう八尾の

野外活動施設があるんですけれども、それのパンフレットなんかを児童書のコーナーに置

いていらっしゃって、夏休みに入るということで、山とか川とかの本と一緒に並べて、職

員さんが多分つくられたであろうチラシみたいなものを一緒に置かれてたんですよね。多

分、情報コーナーに一緒くたにあれば余り足をとめて見ないものだったと思うんですけど

も、何かそこにあることで、ああ、大畑山がこういうところがあるんだ、私も知らなかっ

たので、済みません、すごいいい配置をされてるなと思って感心しました。済みません。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 それでは、他に特にないようでしたら、次の議題に移りたいと思いますがよろしいでし

ょうか。 

 では、次の議題ですが、報告のほうになります。報告の（１）、「龍華図書館の管理運

営について」ですけれども、こちらを、ではお願いしたいと思います。 
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○西村館長補佐  それでは、資料３に基づきまして御説明のほうをさせていただきたい

と思います。 

 龍華図書館の運営についてということで、資料のほう、大変遅くなり、本日の配付とな

ったことをまずおわび申し上げたいと思います。それで、株式会社図書館流通センターの

ほうから提出されました事業計画書のほう、提出されましたので、私のほうから説明のほ

うをさせていただきたいと思います。 

 この年次計画につきましては、指定管理者であります株式会社図書館流通センターが平

成２７年度中の事業運営を行うに当たりまして、今回まず概要版として市に提出いただい

たものです。これに内容の補足資料を添付することということになっております。前回の

協議会におきまして配付いたしました、選定時の事業計画から内容が具体的になったもの

などを中心に、御報告をさせていただきたいと思います。 

 まず、１ページ、事業計画のうち基本目標・事業方針は記載のとおりでございますが、

行事・催し物等の年次事業計画でございます。まず、８月のオープニングイベントといた

しまして、香川元太郎氏の絵本原画を館内に展示をいたします。お伺いしてるのは、館内

の数カ所にそのような展示をされるということでお伺いをしております。また、８月１５

日には龍華コミセン、龍華図書館と併設されているコミセンのほうの３階集会室におきま

して、ストリングラフィ・アンサンブルコンサートを実施します。２回公演と聞いており

ます。これは糸電話を使いまして音階を奏でるもので、今回入場制限とかはなくて、利用

者の皆さん、自由参加いただけるということで伺っております。以降、おはなし会スペシ

ャルであるとか、ハンドクラフト教室、利用アンケートの実施など、また、子育ての講演

会や小学生のお仕事体験などを計画いただいております。 

 続きまして、２ページから３ページ、図書館サービス計画のうちの乳幼児・子供へのサ

ービス、ヤングアダルト、高齢者・障がい者向けのサービスは記載のとおりとなっており

まして、図書館に対します市民要望とその反映の仕組み、全ての開館時間を朝９時から夜

７時までとして、休館日を火曜日とするという形になっております。 

 また、４ページの自主事業でございますが、有料のコーヒーサービス、カラーコピーの

サービスですね、あとセルフ書籍消毒機を設置するということで聞いておりまして、また

雑誌スポンサー制度等を実施されると聞いております。また、資料のほうに書かせていた

だいてますとおり、有料での返却受け付けにつきましては、今後ちょっとまだ検討をしな

がら今後の実施に向けて今検討中であるということで聞いております。 

 続きまして、市や教育委員会の連携、情報発信につきましては（５）のとおりでござい

ます。 

 ５ページから６ページにつきましては、組織体制及びスタッフの名簿でございます。仕

様書に明記しております要件につきましての部分につきましては、どの項目につきまして

も基準を満たしていることをこの場で御報告させていただきます。 

 ７ページでは、スタッフの研修計画を、８ページ、９ページにかけまして、収支計画書

として指定管理業務、自主事業のそれぞれ収入・支出について明記しております。 

 以上、非常に簡単でございますけれども、事業計画書の説明にかえさせていただきます

が、今後ですね、前回の協議会の中でも若干お話がございました、させていただきました

し、皆様のほうで御協議いただきましたけれども、龍華図書館をチェックしていく中で参
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考となるものと思われますので、御確認のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 では、ただいまの説明について、質問ございませんでしょうか。いかがでしょうか、ご

ざいませんか。 

○井上委員  ６ページですけれども、社員雇用形態ですけれども、正社員、契約社員と

いうことで、ほとんどの方はフルタイムですから、４０時間とか３７．５時間とか少し違

う時間帯がありますが、基本的にこれらの契約社員でフルタイムの方については、いわゆ

る雇用の３点セットとよく言われます健康保険とか厚生年金とかですね、あるいは雇用保

険、いわゆる失業保険ですね、こういうのは全部保障されてるんでしょうか。 

○南館長  その件は、まだ最終確認はとれてないんですけれども、基本的に募集要項と

仕様書等におきましても、そういった保険制度に加入することを仕様書の中で明記してお

りますので、恐らく加入されてるものと思っております。 

○松井会長  よろしいですか。 

○池田委員  前回の協議会のときに、利用者アンケートについて、また宿題っていうこ

とにされていたかと思うんですけども、これのアンケート内容なんかはいつごろに決めら

れていく予定なんでしょうか。 

○南館長  この提案書の中で、２ページのスケジュールで、１月に利用者アンケートを

開催される予定に上がってきております。当然、八尾市のほうからも利用者アンケートを

する予定をしておりますので、そのあたり利用者に重複しないようにということと、質問

項目についても市がそれを行うものと、実際に指定管理者が行うものと、若干趣旨も異な

ってくると思います。それらを含めまして、今後指定管理者のほうと詳細なスケジュール

調整する中で、時期とか質問項目についてすり合わせをしながら、市としての前倒しを先

に実施するとかいうスケジュールは固めていきたいと思っておりますので、いつぐらいに

アンケートのひな形ができるかどうかとか、そういったところについては今現在は検討中

ということで、お願いいたしたいと思います。 

○北田委員  済みません、この中で、従業員が１５名おるわけですね、その中で１１名

が司書の資格を持っておるということですが、例えばやめたりして入ってくる場合、司書

の比率の問題ですね、これをずっと維持していけるのかどうか、そういうことをちょっと

お聞きしたいんですが、いかがなものでしょうか。 

○南館長  司書の比率であったりとか、勤務経験を有する者ということについては、募

集要項のときに仕様書の中で最低ラインを設けております。当然、司書と他の従業員の方

が何らかの形で退職されて、新たな方が雇用されるとなった場合におきましても、もとも

と市で決めてます基準、要求水準のラインは遵守するということが義務化されております

ので、司書資格を持ってる方が数名やめられて、新たに雇用される方が司書資格を持って

ないとか、実務経験を持ってないとか、そういったことが基本的にないということで考え

てます。 

○北田委員  ということは、質は落ちないとこういうことですな。ストレートに言わせ

ていただいたらね。 

○南館長  そうですね、職員それぞれの力量もいろいろ差があると思うんですけども、
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客観的な司書資格を持っている、実務経験を有するというところの客観的な基準について

はクリアできるものというふうに考えてます。 

○松井会長  他はいかがですか。 

 済みません、ちょっとお伺いしてみたいと思うんですけれども、最後の８ページのほう

ですかね、ここに保育料収入というのが計上されてますけれども、保育についてはここに

は、ここのもちろんＴＲＣの人員ではなくて、外部の方だと思いますが、どういうふうな

方が保育担当者になるかという、そういうところはおわかりじゃないですか。例えば保母

さんの資格を持ってるとか。 

○南館長  保育サービスにつきましては、市の仕様書の中でも、市の一般的な事業を行

うときにはこういったセンターを利用してほしいというところがございますので、そこを

紹介する中で、そこから保育サービスを実施する方、保育資格を持ってる方が来られて対

応するということをこちらからお願い、そういったセンターを使ってもらうように、こち

らのほうからお願いをしておると。当然、これも仕様書のほう、募集要項のときの仕様書

の中でもこういったことを要請しておりますので、そういった質の確保も図れるというふ

うに考えております。 

○松井会長  ありがとうございます。 

 済みません、あともう一つ、最後のページなんですけれども、自主事業でコーヒーサー

ビスの収入と支出の差というのはわかるんですけども、コピーサービスのほうで、収入が

２万４，０００円に対して支出は１４万円というのが、この差額はどういう差額になりま

すでしょうか。 

○南館長  このコピーサービスについては、これは自主事業ということで、これまでは

市の直営の場合は市の職員がコピーをしてお渡しさせていただくということで、行ってお

ったんですが、今回自主事業ということで、セルフのコピー機を置くような計画が上がっ

てきております。これについては、恐らく大阪府さん、大阪市さんのほうでも実際今のと

ころやっておられるものと類似するものだというふうに考えておるんですが、ここの収支

差につきましては、コピーサービスは１枚１０円を基本的に考えておるというふうに聞い

てます。実際にコピーした枚数の推定予測額、八尾図書館でのコピーの年間枚数を参考に

導かれてるというふうに思います。この支出の部分については、コピー機の設置に要する

費用であったりとか、今後ですけども、仮に目的外使用の許可料であったりとか、そうい

った設置、機械を置くことによって発生する費用も含めてここでは計上されておられると

いうふうには聞いてます。 

○松井会長  だから、持ち出しになってるのはそういう設備面での投資が非常に大きな

部分だということですね。ありがとうございました。 

○井上委員  １点はですね、当初計画のときにインターネット書店による図書販売サー

ビスをやりますというふうにありました。これが今回の計画の中では抜けてますので、こ

れはどういうふうになったかということと、それから読書のアニマシオンの推進をやられ

るということですが、本来アニマシオンをやられるのは小学校で主にやられてて、公立図

書館で余りやられてないように思うんですが、八尾市の他の図書館でもそしたらアニマシ

オンをやっていこうという計画があるんでしょうか。 

○南館長  まず、前半のネット販売については、今井上委員おっしゃったように、指定
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管理者の応募の提案書の中では明記をされておられまして、そういったことも含めて選定

委員会の中で判断をさせてもらったところがございます。今回上げていってないというこ

とにつきましては、これについては事業実施するにおいてはさまざまな課題があろうと、

またこの図書館協議会の中でも課題的なところを指摘いただいたところがあります。よっ

て、指定管理者と事前協議させてもらう中で、今年度そういった課題がすぐにクリアでき

て事業化ができる見込みがあるのかどうかというところで、恐らく通常業務をすることで

精一杯なので、こういったところについては課題をクリアできるまでは至らないであろう

ということですので、そういった課題整理を内部的に進めながら、事業化できるめどがつ

きましたらまた事業化に向けての検討に入っていけたらなというように思っております。 

 次に、アニマシオンにつきましては、これは指定管理者の提案の中でもいただいており

まして、それが選定委員会の中でも講評いただく一つの要点だったというようになってお

ります。これについて、指定管理者がするので、直営である八尾、山本、志紀でもするの

かどうかというところですが、この実際に龍華図書館で行われてるアニマシオンの取り組

み状況を、我々として、市のほうとしては参考にさせていただいて、市民の反応、利用者

の反応を見ながら八尾市直営の中でも取り入れていくかどうかというのは検討していきた

いと思ってます。当然、今回指定管理者制度を入れるにおいては、直営ではなかなか見い

出せない民間のノウハウを市のほうでも取り入れながら、相乗効果を発揮していくという

ところが一つの要点になっておりますので、こういった民間の指定管理者が取り組む取り

組みを、市としてやはりいいものであれば当然取り入れていけたらなというようには考え

ております。 

○井上委員  八尾市内の小学校でアニマシオンをやられてる例はございますでしょうか。 

○南館長  私が知る範囲ではちょっと確認はとれてないので、知る範囲ではやってるか

どうかというのはわかりません。 

○松井会長  よろしいですか。 

 済みません、インターネット書店での販売というのは、多分大阪府さんが今なさってま

すよね、ＴＲＣさん。どんな状況ですか、もし分かれば。 

○吉川委員  看板は上がってはいるんですけれども、余り実態としては紹介も売り上げ

も低調といいましょうか、余りないようでございます。月に本当に１０いくかいかないぐ

らいです。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 他にはございませんでしょうか。具体的にまた、見学のときに聞ける説明もありますか。

向こうの館長さんから具体的に見学のときに。 

○南館長  そうですね、立ち話という形になりますけど、そんな感じの話はできると思

います。 

○松井会長  わかりました。 

 では、よろしいですか。特にはもうございませんでしょうか。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。それでは、報告の（２）ですね、「移動図

書館運行ルートの見直し」について、こちらを事務局のほうから御説明をお願いいたしま

す。 

○西村館長補佐  それでは、「移動図書館運行ルートの見直し」につきまして、御配付
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させていただいております資料４に基づきまして、説明をさせていただきます。 

 前回の協議会におきまして、口頭で御説明をさせていただいておりましたが、各町会の

自治振興委員等にも報告の上、最終の取りまとめについて御報告させていただきたいと思

います。 

 まず、今回の移動図書館のステーションの見直しの考え方といたしまして、龍華図書館

の開館に伴い、圏域が重なるステーションを廃止いたしました。龍華小学校、他３カ所に

なります。 

 また、より人の集まる場所や安全面の部分から場所の変更を行った箇所が３カ所、新規

のステーションとしまして曙川東小学校、八尾市総合体育館ですね、総合体育館を追加し、

既存のステーションの巡回曜日及び時間の変更を行っております。変更につきましては８

月の巡回からといたしまして、現在、既に巡回をさせていただいております各ステーショ

ンのほうでも、時間の変更であるとか、巡回終了のステーションであれば巡回終了の告知

等を利用者のほうにさせていただいているところでございます。 

 以上、簡単でございますが説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 では、何か御質問等ございませんでしょうか。 

○池田委員  今、最初の資料１のほうの分の８ページのステーションの利用状況があり

ますが、ここの八尾木北第２公園っていうのが、貸出人数がとても多いですけども、ここ

のステーションのほうには載ってない気がするんですけども、ここはその後、廃止されて

ますかね。 

○西村館長補佐  ここで言いますと、地図上で言いますとその部分が刑部公園に当たり

ます。 

○南館長  済みません、ちょっと補足で。通称で言う表現したりとかですね、刑部公園、

実際には刑部公園で言うたり、済みません、通称名で表現したり、正規の公園名で表現し

たり、その辺がちょっと整合がとれていなくて申し訳ございません。 

○池田委員  あと、前回の前のステーションのときに、亀井小学校の子たちが近くのス

テーションに行くときにはもう、学校が終わる前に既にもう移動図書館車が行ってしまっ

てるっていうような状態があったんですけども、今回のは時間変更で小学校にステーショ

ンを置くところもたくさんあると思うんですけども、その辺はちょっと配慮していただい

たものになるんでしょうか。 

○南館長  前回もちょっとお答えさせていただいたように、全ての学校の生徒の希望に

合う時間帯に運行というのはできないんですけども、今回見直しを図る中で、各学校、対

象と、検討、考慮ができるステーションの学校の校長先生のほうとお話をさせていただい

て、若干時間をおくらせたりとか、逆に行く曜日によってクラブ等で運動場を使っている

ので、ちょっと曜日を変更してほしいとか、そういった声をいただいたところについては、

可能な範囲で調整をさせていただいております。 

○松井会長  他の方はいかがでしょうか。よろしいですか、特にないでしょうか。新居

委員さん、何かよろしいですか、この件について。 

○新居委員  この間もちょっと亀井小学校のお母さんと話をしてたんですけど、これを

見てたら、跡部本町公園はもう廃止になるんですね。というのは、国道２５号通ってここ
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の新しくできる図書館には子どもたちだけでは行かせないのでね、何か考えといてほしい

わっていう、それと今クラブで遅くなる時間やらいろいろあるっておっしゃってたんです

が、亀井小学校も行かないんですよね、これで見てたら。跡部公園だけですよね、以前に

あった分は。亀井小学校はなかったんですか。 

○南館長  もとから行ってないです。 

○新居委員  もうないですよね、もともとね。跡部だけやったんですが、その跡部も小

学校の低学年の人は行けるけども、高学年になると今おっしゃってたようにクラブがある

ので行けないからどないかしてほしいわっていう話を聞いてきた後で、これが廃止になっ

てるということは、もう父兄の人たちは了承なんですかね。 

○南館長  ちょっと全ての方々とお話しできてないんですけども、一定廃止が候補に挙

がった段階、５月、６月ぐらいから既に利用者の方々に周知の案内であったりとか、声を

聞かせてもらう中で、廃止のほう、終了ということをさせてもらっておりますので、いろ

いろなお考えがまだあるかと思われますけども、私どもとしましては、固定館からできる

だけ半径何百メートルっていう線を切らせていただいて、そこに近い方々については移動

図書館についての巡回を控えさせていただいて、できるだけ龍華図書館に来ていただきた

いというふうなことで、今回させていただいておりますし、また他の八尾・山本・志紀も

既にそういった一定固定館からの距離の範囲内の移動図書館については、これまでも巡回

を控えてきたというところがございますので、そういった龍華図書館ができるということ

を含め、こういったことについては自治振興委員会の総会の中、地区の役員会の中でもこ

ういったチラシで周知をさせていただいた中で、今回まとめさせていただいたというとこ

ろでございます。 

○新居委員  そしたら、地区では大体みんなに話が行き届いてるわけですね。その人は

知りはらへんかったというだけですか。 

○南館長  ちょっとその、新居委員さんがおっしゃってる方は私どもではわかりにくい

ですけども、できる限り廃止になる事前に、この７月末までの段階で廃止するということ

についての周知はさせていただいて、できるだけ、できる範囲の中で努めさせていただい

てきたと思っております。 

○新居委員  ああ、そうなんですか。この間、７月の第２土曜日と日曜と子どもとの会

やってるのでね、そのときにお話しした時点で、その人は知りはらしませんでして、ほん

で龍華の図書館まで行かすのには、国道２５号は危ないから心配ですねと言うておっしゃ

って、それやったら移動図書館をもうちょっと充実してほしいっていう話は出てたんです、

そのときに。そやから、その人は知りはらへんかったということですね。 

○南館長  その方がどういう経過なのか、ちょっと私どもは把握しづらいんです。 

○新居委員  ああ、そうなんですか。はい、またお会いしたら一遍言うときます、そし

たら。できるだけ、竹渕なんかもこれができたからいうてもなかなか行けませんのでね、

もうみんな不安です言うていうてはりますねん、国道２５号通って。裏道あれば行けるけ

ど、その裏道もなかなか危ないですしね、中央環状越えていかんといかんので、いい図書

館ができても行けないから、やっぱり移動図書館を充実して欲しいと、そして今この中に

あったように、おはなし会やらいろいろボランティアで何かやっていただいてるな、竹渕

のほうはどうしてもここまで来れないからそういう機会に恵まれないっていうふうにおっ
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しゃった、不幸やね、竹渕のほうはって。校長先生のおっしゃるのには、いや、一遍まで

も私言うたと思うんですが、バスか何か出して、１カ月に１遍、２カ月に１遍そういうふ

うなところへ行かせたいねって、それをぜひとも会合のときに言うてきてくださいとおっ

しゃってました。また、考えといてください。 

○南館長  結果的にはこういう形でまとめさせてもらったんですが、これを検討するま

でに、これは担当者のほうも実際竹渕小学校には行ってるので、竹渕地域でもう１カ所巡

回できる場所がないのかどうかも実際検証したんですが、ただ新居委員さんのおっしゃる

ように、道路の状況がありまして、あの大きいバスが入って、一定の移動図書館の店を開

ける土地であったりとか、バスをまた迂回するとか、そういった道路事情のこともありま

して、実現には至らなかったというところだけちょっと御理解いただきたいなと思ってお

ります。 

○新居委員  もう一つ済みません、コミセンが新しくなったら、車、駐車場もないよう

な状態なのに、その大きな車が入るんですかね、移動図書館。 

○南館長  コミセンのオープン、工事が近々、実施設計やって２９年度開館というふう

には聞いておるんですが、その段階でコミセンが、今小学校の敷地の中で新しく建てられ

ると。そこで実際どこら辺にまた移動図書館が設けられるのかどうかといったところにつ

いては、これからまた学校のほうと調整していきたいと思っています。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 他にはよろしいでしょうか、大丈夫ですか。 

 それでは、次の議題のほうに移りたいと思います。報告の（３）ですね、「八尾市図書

館資料充実基金の制定」について、こちらをでは事務局の説明をお願いいたします。 

○西村館長補佐  それでは、「八尾市図書館資料充実基金の制定」につきまして、資料

５に基づき説明をさせていただきたいと思います。 

 ６月市議会定例会におきまして、八尾市図書館資料充実基金条例並びにそれに係ります

関連予算について、御議決をいただきました。内容といたしましては、資料に記載してい

るとおりでございますが、八尾市久宝寺３丁目にお住まいであった、故東千恵子様から、

東様の御遺志である図書館資料の充実に生かすため、遺贈財産約１億３，３００万円を造

成しました八尾市図書館充実基金に充てまして、小・中学校の学校図書館及び図書館４館

でその基金を活用させていただくという形のものでございます。同資料裏面のほうに、同

条例の条文を記載いたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○松井会長  ありがとうございました。 

 ただいまの説明に関して、何か御質問ございませんでしょうか。 

○池田委員  済みません、ちょっとわからないので教えていただきたいのですが、こう

いった基金の成立で、資料費とかが減らされたりとかすることはないんでしょうか。 

○南館長  この仕組みというのが、毎年の予算、計上分で予算編成の中で配当される図

書購入費に追加分、基金分として上乗せするという考え方になっております。今、池田委

員おっしゃるような、これができることによって図書資料費の削減があるかどうかという

ことなんですけども、これは市全体の財政運営とのかかわりがございますので、減らされ

るか増えるかどうかのというのは、そのときの財政、予算編成の過程の中での協議という
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ことになっておりますので、一概には判断しがたいところです。 

○池田委員  これができたからといって、資料費が減らされる。これが理由でっていう

ことはないんですよね。 

○南館長  これが理由でっていうことはないというふうに考えております。 

○池田委員  ありがとうございます。 

○松井会長  他はいかがでしょうか。 

 私がちょっとお伺いしてよろしいですか。この基金の使い方の配分なんですが、これは

何か基準があって配分の金額が決まってるんでしょうか。 

○南館長  この金額については、当初財政の中でどういうふうな取り崩しをしていくの

かという協議をしている中で、結果的には最後清算する段階で１億３，０００万弱という

数字になったんですが、昨年末からこの議論をしておりまして、その金額が大体１億２，

０００万円ぐらいじゃないかというふうに聞いておりました。我々としては基金を設けた

ところによって、すぐ使い崩して枯渇してしまいますと、やはりこの方のご遺志というも

のをできるだけ長くやっぱり受け継いでいく必要があるということを考えておりまして、

基金として大体２０年ぐらいは最低限使っていけたらなというふうに、財政のほうと協議

をさせてまとめさせていただきまして、１億１，０００万円を２０年使うんだったら大体

６００万円ぐらいが毎年の定期的な取り崩しになるであろうと。その６００万の中の内訳

ですけども、これについては２７年度の当初予算の中で、小学校に配分されてます図書購

入費、中学校費で配分されてます図書購入費、それと図書館、市立図書館に配分されてる

図書購入費、それらの金額を比率アップを、６００万円をそれぞれの比率アップをさせて

いただく中で、おおむね学校１校当たりが３万七、八千円ぐらいになっておりました。な

ので、おおむね１校当たり４万円というふうに積算させていただいて、各学校には４万円

配当すると。その６００万円のうちの残り分について、市立図書館で配分していくという

ような考え方でこの数字を導き出させてもらってます。 

○松井会長  ありがとうございます。正直言うと、小学校と中学校にもうちょっとぐら

い配分してあげられなかったかなという、そういう気はするんですけれども、４万円、１

校当たり４万円ですよね。もう１桁ぐらい、１０万円ぐらいあってもいいんじゃないかと、

私は思います。済みません、個人的な意見です。 

 皆様他の方はいかがでしょうか。特に御質問もないでしょうか。 

 そうしましたら、特にこれ以上の御質問等ございませんでしたら、報告の３つはこれで

終了ということにさせていただきます。 

 あとは３のその他ですが、これについては何か。 

 特に委員の皆様から、この場で発言したいとかいうことはございませんでしょうか。 

○池田委員  前回の協議会で、龍華図書館のボランティアの実施イベントとして、龍華

図書館の開館イベントっていうことの位置づけで映画上映をするということを御案内させ

ていただきました。５月３１日にこちらのほうで試写会を行いました。南館長を初め八尾

図書館の職員の方々に大変お世話になりまして、ありがとうございました。協議会の委員

の方にもお越しいただいて、ありがとうございました。この場をおかりしてお礼申し上げ

ます。ありがとうございました。 

○松井会長  ありがとうございます。 
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 他は何かございますか。図書館のほうから特にないですか。 

 そうしましたら、あとは次回の日程を決定するということは可能ですが、決定までは至

らないんですよね。 

○西村館長補佐  それでは、次回の日程について、事務局のほうから御説明させていた

だきます。 

 次回の日程でございますが、秋口を予定しております。具体的に言いますと９月下旬か

ら１０月上旬にかけてということで、大体毎年その時期にしておるんですが、今年度から

また議会のほうの日程のほうの絡みとかですね、いろいろあるかと思いますので、また会

長のほうと日程のほうを調整させていただきまして、改めて決定次第、委員の皆様方に御

提示をさせていただきたいと存じます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○松井会長  それでは、事務局のほうと調整ということで、とりあえず皆様済みません

が９月下旬から１０月上旬の予定ということで、御予定いただければと思います。 

 それでは、これで特にないようでしたら、本日の協議会を終了させていただきます。皆

様どうぞ、どうも長時間にわたり、ありがとうございました。 

 （閉会 15時35分） 


